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　目的　年々、わ*咽r･の既製衣料品の普及は著しく. その品質や寸法基準・表示法落も

改善さyLつつある。通産省では、昭和お年度から^既蚕阿の寸法惹㈲乍或の心

調査｣包究竟中で、寸でヽに∂～/8 才までの調壹iz終/) 解吟かはびめられている。今後、こ

れらの資料や新しいサイズヽ‘システA.寸浅基準tついて、消雲呑側も正しく理解レ充分

活用し■Zipくことが望ましい。
　そこで、φ｀恥かす用衣料の寸法基準のあり方･や正に漕及なと・滋

育。中で消費着叙､裔玄とり入・K.-Zゆ＜際。参考漬料宮得る目的で、消貢着とじての男女中

学生。衣料サイズ'等に関する意識について調査し検討鶴式みた。

　方法衣料サイ久ヽに関塞ずる2/凌目､二ついz.. 沼津市肉。公立中学敢2放に在籍する/~

3年までヽの男女中学生//28名を対象に､アンケート形式zヽの調査を/ﾀｸﾀ早/o月～/ﾀ勿利月に

実施し紅。ぞ。剌、ら胡歌ヽヽは、寸漓荼準と表示に防蝕喋いと｡恩おμ｡る?制玄瀕討した。

　結果　中学生ヵ､琴製衣料品包購入する時、遠択基準とする。1$..サイX" を主とレ乙ヽ４

だ収､約手札はサイズヽに関すら不満・感じヽ乙い-i>. 表示方浪についての認椙は､学午μ進む

にっれ高くなるが、それらの知戴は家叛ヵヽら得る肴かゆく､技術･家庭科の授業から栄ん之ヽい

､る着は女子にわヤり、みられる抜支r､濁｡る.また自分の身休寸法の千x.ツフ法と。乙男子≪^休

検査、女子は蒙庭料。実習。時知ることお今い。自分り身体寸識につい■Z13:､男女芦、身長･

足長は知っている着加多いヵや、衣服寸斌に関係釘深い部仇^ついｚは. 男女羨かhJ睡^'-あ飛。
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　目的　わかE・既製衣料の利用艶囲や利用量は、拡欠レzおり､中学左にお＼づ心衣痩活の

既製殺料化ぽ菅しい。そこでヽ、消費着とレ-ZL正しい知識を得、また将来。れ生活。経営着

とレこの男女中学生の望ましい在酒-g学習する為・摩希資粁左得ることを目的とレで、

中学生の既製衣料品の購入勧向に関する調査-g行ない鐘討を試みn。

　方法調査は、第／報と同瑳、-;s津市内。Xつ・公差中学校に在籍する男子パ以・女

子お2名を対象として、ﾉﾀｸﾀ年/o･月～/780年I月にアンケート豹式によって実旋、した。その

中から、中営生物既製衣料品を購入する際の方法や遅双の実報, 既製衣桁に関する膏識に

っいて鏡村し.若草を試みrz．

　結果　中営生教日常便用する傾曳台高い乙思われる丁ジダヽｿ･ 7:常ン･くつ下など･/δ種をあ

ゆ-z.それらの衣粁品を購入する玲の哭態は、/ 年生でヽは､男女共。ゐS(C かにわウな＜､家版

乙一緒に買い求めるケース物政名･多い豺、営年徊｀進むにつれ、男子乙ば、家族にa.ヵヽ七て

しまう倒押増す一方ヽ自分白身単独または友人と一緒に購入すゐ割^も多くなゐ砕秘坑み

られμ。自/^で判断し購入する品目と家族と相談すゐ品目には、男ヤ芒･は軋る傾向を示し几

　既製衣新島h乱3,時、寸法上基準にする部位は. 抹幹上部ごは、背肩幅、体幹下郎では

胴圏ま､たは腰圏を冷ヽわせて、ヽゐニと戟わか､つた。次に現在肴少年の日夥着とレて載､く着用

されていゐびーンヌごIt、中味生におい■zも、男女共に、大平の生徒沁着用経験を右っrい

た。その購入時。様籾につぃ･zも明らヵヽになり、申な生の既製衣桁品詞鴫入動向･g把縁す

るための、＼＼くつ力ヽの知見を得re.


